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腫細胞 B16F10 を正常組織由来の MEF(mouse embryonic fibroblast)細胞と比較した結果、
増殖、解糖系、ミトコンドリアの呼吸が非常に活発であった。約 1000 種類の植物抽出
物のスクリーニングによりイタドリの根の抽出物が、B16F10 細胞の細胞内 ATP レベル
を顕著に低下させるが、MEF 細胞に対してはその作用が明らかに弱いことがみつかっ
た。精製の結果、有効成分として emodin を同定した。  
 emodin は精製前の抽出物と同様に、B16F10 細胞の ATP レベルを顕著に低下させ、




の ATP レベルと増殖に対し、 emodin とよく似た作用を及ぼした。以上のことから、




れ、 “予備解糖能 ”と呼ばれる。MEF 細胞はこの予備解糖能により emodin 存在下でも
ATP レベルを保てるが、B16F10 細胞は予備解糖能が乏しく、ATP レベルを維持出来な
いと考えられた。これを支持する結果として、グルコースが存在しない条件下で MEF
細胞に emodin を処理すると、ATP レベルの低下と細胞増殖の抑制が観察された。  













ている」という考えに基づき、マウス悪性黒色腫細胞 B16F10 の細胞内 ATP レ
ベルを標的とした異常増殖のコントロールを目的として行われた。  
 申請者は、B16F10 細胞の増殖とエネルギー代謝をマウスの正常組織由来の
MEF 細胞と比較し、その両方が B16F10 細胞において非常に活発であることを
確認した。次に、植物抽出液ライブラリーに対し、細胞内 ATP レベルに及ぼ
す影響を指標にスクリーニングを行い、イタドリの根の抽出物が、MEF 細胞
に比して B16F10 細胞に対し有意な ATP 低下作用があることを見いだし、精製
により、この作用の有効成分は emodin であることを解明した。emodin は精製
前の抽出物と同様に、MEF 細胞に比して B16F10 細胞の ATP レベルを顕著に




ミトコンドリア脱共役剤が、 emodin と同様に MEF 細胞よりも B16F10 細胞に





れ、 “予備解糖能 ”と呼ばれる。申請者は、MEF 細胞はこの予備解糖能により
emodin存在下でも ATPレベルを保てるが、B16F10細胞は予備解糖能が乏しく、
ATP レベルを維持出来ないと考えた。これを支持する結果として、グルコース
が存在しない条件下で emodin を処理された MEF 細胞は増殖と ATP レベルを
維持できないことを確認した。  
 以上、本論文は、天然成分として単離された emodin がミトコンドリアの脱
共役剤として作用することでマウス悪性黒色腫細胞 B16F10 に対して細胞内
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